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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

参加した利用者からの意見・評価
会計のことが少しずつ分かるようになり、自信につながったという声がありました。
質問もしやすくなり、仕事への不安が減ったという意見もありました。
実際の仕事に近い経験ができてよかったという声が多くありました。

連携先企業（担当者）

利用者からの意見・評価

電話番号 03-6273-1021 対象年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

活動場所　あしか
実施日程　2月～3月にかけて
実施した利用者の知識・能力向上に関わる実施の概要
弥生会計を使用し、会計の知識を向上させ、的確に間違いのないように作
業していくことができるようになる。
先方への質問など、電話やチャットワーク等で質問を自分で分かりやすく
まとめてから聞く（コミュニケーション）

■利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい
実務に必要な知識やスキルを身につけ、正確に作業を行う力や、
円滑なコミュニケーション能力の向上を目指します。
■利用者にとってのメリット
仕事を通して理解力や対応力が高まり、自信を持って業務に取り組める
ようになり、一般就労につながる力が身につきます。

弥生会計を使用し、実際の業務を想定した入力作業を行いながら、会計知
識の習得に取り組みました。
また、不明点については電話やチャットワーク等を活用し、自分で内容を
整理したうえで質問する練習も行いました。
繰り返し取り組む中で、徐々に理解が深まり、主体的に確認・対応する姿
が見られました。

■実施した結果
会計に関する知識や業務理解が深まり、
質問や確認を自分で整理して行えるようになりました。
■得られた成果
作業の正確性が向上し、
主体的に業務へ取り組む姿勢が見られるようになりました。

■連携した結果に対する意見または評価
連携を通じて、利用者の会計知識の習得が進み、勘定科目などの基礎事項についても正確に理解しながら作業を行うことができました。
先方からは、質問内容が分かりやすく、作業スピードについても高く評価をいただいており、実務に即した力の向上が見られています。
双方にとって有意義な取り組みとなっています。
■今後の連携強化に向けた課題等
基礎知識の定着は進んでいるため、今後はより応用的な内容への対応力の向上や、業務の幅を広げていくことが課題です。
引き続き、先方と連携しながら、実務経験を積み重ねていくことで、更なるスキル向上を目指します。

住　所 東京都新宿区新宿1-2-8国久ビル5階A室 管理者名 茂木千鶴子

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 あしか 事業所番号 1310401425

様式２


